
「ゆく 年くる年』 のテレビ番組が除夜の鐘を告げるこ

ろ、今までにぎやかだった画面が一瞬にしてゆく年を惜 O 

しむフ ィナーレとなり、 1973年の幕あけとなりました。

希望lと満ちた顔 ・顔 ・顔が喜びといっしょに画面いっ

ぱいにあふれ、新しい年を祝福します。

大村市も昭和48年の輝かしい新春を迎え、新大村空港

長崎新幹線、九州横断自動車道、大規模農道など、新し

い未来をひらく都市づくりの夜明けにふさわしい大事業

が山積して、 今年もまたさらに、いっそうの飛躍が期待

されます。 t，
ご家庭でも元旦の楽しい語らいの中から希望に満ちた

一年の計画がいろいろと生まれる乙とでし ょう。

どうか今年も、みなさんが『しあわせな年』であります

よう に。 一一一

水と緑と花のまち 昭和48年1月1日 No. 696 

市政だより
人口の動き~-I =司法律相談日

12月1白現在前月比I 1月18日(木〉
人口 57，671+25 I 

I 9時30分~1 5時
男 27，754十18I 

|市役所市民相談室
女 29，917+ 7 I 
世帯数15，165+ 18 I お気軽にどう ぞ

11川川I!川山!I川川11川川11川川[[川川11川川[[川川11川川11川川|日川川11川川l日川[[川川11川川[[川川[[川[[川川11川川[[川川11川川[[川川11川川|川川11川川[[川川11川川|川川11川[[川川i日川川[[川川[[川[[川川11川川[[川川[[川川[[川川11川川[[川川[[川[[[1川1日肌川11川川[[川川l日川川[[川川11川川[[川山l日山川[[川川11川川[[川川|日川川[[川川11川川[[川川11山川|日川川lリ川川[[川川l日川川[[川川l日川川[[川川l日川川[[川川11川川[[川川[[川川[[川川11川川|川川[[川川[[川川[[川川[[川川[[川[[川[[川[[川[[川川!日川[[川川[[川川|川川[[川川[1川川11川川[[川川11川川[[川川11川川[[川川11川川|川川11川[[川|日川川lリ川|Hil川!刊[[川川[[川川[[川川11川川[[川川[[山川|日川川[[川11川川[[山川|日川川lリ川川[[川川[[山川[[川川[[川川[[川[[川[[川川[[川川[[川川[[刊川[[川lリ[[川川[[刊川[[川川|リ川[i川川i[山川[[川川11川[[川川[[山川[[川川[，川川i日川山[[山川[[川[[川[[川[[川[[川[[[川川[[刊川[[川川[!川!リ山11川[1川111川1[川11川1I川川I1川川11川川|川川|川1111川川11川川11川川|日川1I川ii;1川11山川|日川川l日川川11川川IJ山川l日川川[日川川|川川11川11川11川11川|日川!刊|川11111山11111川11川11山川i日川川|リ川川11川川11川川|川山11山川Ii川川iI川川11川川11川川I[川川[[川川[[川川I[川川[[山川I[川川[1川川I[川|日I[川[I[川川[[川川[[川川[[川川I[川川[[川川[[川川[1川I[川川[[山川11川川lリ川11川川11川川I[川川[1川11川川11川[[川川[[川I[川l日川I[川川[1川川I[川川|日山川I[川川[[川川I[川川[[川川[[川川[[川川I[川川|日川川[[山川[[川lリ川川[[川川[1山川I[川川[1川川I[川川[1川川11川川I[川川[1川川[[川川I[川川[[川川11川川[[川川I[川川[[川川[[川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川11 i 

郡岳から望む日の出

v 
ι 

r 
ιh 

r 

輝く昭和48年

謹賀新年
希望に満ちて

、J

1羽川11川11川川11川川iリ川[[川川It川川tl川川I[川川l日川川11川川l日川川I[川川l日川川[[川山[[山川I[川川[1川川11川川11川川11川山iリ川川|日川川[1川I[川川[[川川[[川川[1川川11川川I[川川[[川川[[川川[[川川I[川川[1山川11川川lリ川11川川11山川11川川lリ川11川川11刊川11川川lリ川11川川11川川11川lリ|川川fI刊川11川川lリ川11川11山|山U[川[[川[[川I[川川[[川11川川11川川[[川川11山川|日川川11川川11川川11山川|日川川[1川11川川11刊川11川川11川[[川川11山川11川川l日川11川i日11川川11川川11川111川川11川I!川!l1目m川11川川[[川山11川川11川川11川川11川11川11川11川11川川iリ川1I川川H川川I1川川[[川川11川川l日山川11川川11川川11川川11山川11川川11川川11川川[[川川11川川[[川川11川川11川川11川11川I!川!I川川11川川11川11川11川川11川川11川川i日川川11川山[[川川11川n川1I川川11川11川山!日山川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川|川川[[川川11山川11川川lリ川川[[川川11川川[[川川11川川[[川川11山川11川川lリ川川11川川[[川川11川川11川川11川川[[川11川11川川11山11リ!川川11山川11川lリ川11川川11川川11川川lリ川11川11刊川11川川11川川|日川川"川川i日川iH川11日l川川I1川川11川川11川11川川11川川11山川|日川川11川11川川i日川川11川川11川川11川lリ川11川川11川11川川11川川11川川11川11川11山川|じ川:11川11忙川1:川川:1川11川川11川川11川川11川川11川川[[川川[[川川11川川11川川11川川[[川川11川川11川川11川川[[川川11川川11川山[[山川11川川11川11川川[[山川11川川11川11川11川11川川11川11山川[[川川11川11リ川11川川11川川11川川11川川11川川11山川11川川[[川11川11川11川川[[川川[1川川[[川川11川川[[川川[[山川11川川lリ川川11川11川|日川川11川11川川[[山川11川川11川|日IJI1 
、コ1 毎月1臼.1悶5日発符 ¥ ι 発行所/大村市役所編集/総務課長岩永敬之 印刷所/九州凸版欄

O 

J町、

戸、

乙

こ

を

と

じ

て

く

だ

さ

い
、J

4ι 



(2) b おおむ市政だより

市
民
の
み
な
さ
ま

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

輝
か
し
い
昭
和
四
十
八
年
の
新

春
を
迎
え
、
心
か
ら
み
な
さ
ま
の

ご
健
勝
を
お
よ
ろ
乙
び
申
し
あ
げ

ま
す
。昨
年
中
は
、
市
政
に
対
し
、
ひ

と
か
た
な
ら
ぬ
ご
協
力
を
い
た
だ

き
深
く
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す

今
年
も
ま
た
市
長
と
し
て
市
政

を
あ
ず
か
る
こ
と
と
な
り
、
み
な

さ
ま
が
た
の
ど
期
待
に
そ
う
べ
く

心
を
新
た
に
い
た
し
て
お
り
ま
す

今
や
大
村
市
は
、
県
の
中
核
都

市
と
し
て
、
大
き
く
飛
躍
し
よ
う

と
し
て
お
り
、
新
時
代
を
迎
え
ん

と
す
ぷ
重
大
な
時
で
あ
り
ま
す
。

新
大
村
空
港
の
完
成
を
明
年
秋

や
や
も
す
れ
ば
自
然
の
破
壊
と

公
害
を
も
た
ら
す
近
代
都
市
の
建

設
に
は
じ
申
う
ぶ
ん
留
意
し
、
当

市
の
恵
ま
れ
た
自
然
を
生
か

b
、

調
和
の
と
れ
た
近
代
都
市
と

b
て

に
ひ
か
え
、
新
幹
線
、
高
速
道
等

の
近
代
交
通
網
が
、
す
べ
て
当
市

を
基
点
と
す
る
よ
う
、
こ
れ
が
実

現
に
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
た

い
と
存
じ
ま
す
。

公
害
の
な
い
、
住
み
よ
い
都
市
づ

く
り
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
存

じ
ま
す
。

さ
ら
に
福
祉
、
文
化
の
施
設
を

積
極
的
に
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に

下
水
道
の
整
備
に
着
手
し
、
衛
生

行
政
も
あ
わ
せ
て
、
よ
り
よ
い
環

境
づ
く
り
に
努
力
い
た
し
た
い
と

存
じ
ま
す。

福
祉
行
政
に
つ
き
ま
し
て
は
、

現
在
も
園
、
県
に
さ
き
が
け
て
、

遂
次
実
施
に
ふ
み
き
っ

て
お
り
ま

す
が
「
福
祉
優
先
」
の
理
想
を
か

か
げ
、
今
後
さ
ら
に
住
民
福
祉
の

た
め
、
い
っ
そ
う
の
努
力
を
惜
し

ま
な
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

「人
づ
く
り
」
に
つ
き
ま
し
て

は
日
ご
ろ
か
ら
、
私
の
念
願
と
す

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
今
後

と
も
社
会
教
育
の
面
に
お
き
ま
し

て
、
さ
ら
に
推
進
し
て
ま
い
り
た

い
と
存
じ
ま
す
。

以
上
の
諸
施
策
も
「
市
民
対
話
」

の
中
か
ら
成
り
立
つ
・
も
の
で
ご
ざ

い
ま
す
の
で
市
政
に
対
し
、
ど
意

見
、
ご
希
望
を
お
寄
せ
い
た
だ
き

市
民
と
と
も
に
歩
む
明
る
い
市
政

確
立
の
た
め
、
ど
協
力
を
賜
わ
り

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
春
を
迎
え
み
な
怠
ま
が
た
の

ど
多
幸
を
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
し

て
ど
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

昭和何年1月1日

市
民
の
み
な
さ
ま
明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

輝
か
し
い
希
望
に
も
え
る
昭
和

四
十
八
年
の
新
春
を
迎
え
ら
れ
ま

し
た
み
な
さ
ま
と
と
も
に
、
手
を

握
り
力
を
あ
わ
せ
て
明
る
く
住
み

よ
い
大
村
市
の
建
設
に
努
力
す
る

決
意
を
新
た
に
い
た
し
た
い
と
存

じ
ま
す
。

昨
年
は
、
市
制
三
十
周
年
を
記

念
し
、
有
意
義
な
一
年
で
あ
り
、

私
ど
も
市
民
に
と
り
ま
し
て
は
年

代
の
大
き
な
転
機
を
基
礎
と
し
て

本
年
は
大
き
く
飛
躍
を
め
ざ
す
重

要
な
一
年
に
な
る
も
の
と
心
に
期

し
て
い
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

過
去
数
年
に
わ
た
り
大
き
な
懸

案
事
項
と
し
て
と
り
く
ん
で
ま
い

新
空
港
完
成
後
は
県
下
の
交
通
の

要
衝
と
し
て
飛
躍
的
な
発
展
が
期

待
さ
れ
ま
す
こ
と
は
誠
に
喜
び
に

堪
え
な
い
し
だ
い
で
あ
り
ま
す。

し
か
し
近
代
都
市
の
建
設
計
画
に

り
ま
し
た
長
崎
新
幹
線
が
咋
年
十

一
月
正
式
に
名
称
決
定
と
と
も
に

基
本
計
画
線
に
昇
格
し
、
九
州
横

断
自
動
車
道
も
大
村
か
ら
長
崎
ま

で
着
工
の
段
階
に
な
り
ま
す
し
、

は
急
速
な
市
勢
発
展
を
望
み
無
計

画
な
や
り
方
で
進
め
る
な
ら
ば
公

害
に
な
や
ま
さ
れ
る
結
果
と
な
り

か
ね
ま
せ
ん
の
で
、
私
ど
も
議
会

人
と
し
て
は
こ
の
大
村
市
の
緑
の

。

み
ん
な
で
守
ろ
う
。

「
不
燃
物
は
必
ず
き
め
ら
れ
た
自
に
、

ゆ
た
か
な
空
気
の
き
れ
い
な
環
境

を
保
ち
つ
つ
近
代
都
市
計
画
の
実

現
に
細
心
の
注
意
と
研
究
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
痛
感
い

た
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
末
の
農
作
物
価
格

の
下
落
‘
と
く
に
本
市
が
基
本
作

物
と
し
て
力
を
入
れ
て
い
る
み
か

ん
の
価
格
対
策
、
あ
る
い
は
隣
市

に
進
出
し
て
い
る
大
型
居
舗
の
影

響
を
受
け
つ
つ
あ
り
ま
す
商
業
対

策
と
い
う
大
き
な
問
題
が
山
積
し

き
め
ら
れ
た
場
所
に
」

て
い
る
今
日
で
あ
り
ま
す
の
で
、

乙
れ
ら
い
ろ
い
ろ
の
諸
問
題
解
決

に
最
善
の
努
力
を
い
た
し
て
ま
い

る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

ど
う
か
み
な
さ
ま
が
た
の
あ
た

た
か
い
建
設
的
な
ど
協
力
、
ど
指

導
を
切
に
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

新
年
の
第
一
歩
を
ふ
み
出
す
年

頭
に
当
た
り
市
民
み
な
さ
ま
が
た

の
ど
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し

上
げ
新
春
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。ど



市
は、

次
の
地
域
を
新
し
い
用

途
地
域
に
決
定
し
、
昭
和
四
十
八

年

一
月
五
日
か
ら
適
用
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

新
し
い
用
途
地
域
で
は
、
第

一

種
住
居
専
用
地
域
、
第
二
種
住
居

専
用
か
域
、
住
居
地
域
、
近
隣
商

業
地
域
、
商
業
地
域
、
準
工
業
地

域
、
工
業
地
域
お
よ
び
工
業
専
用

地
域
の
八
種
類
の
地
域
並
び
に
地

域
別
の
容
積
率
ハ
延
べ
面
積
の
敷

地
面
積
に
対
す
る
割
合
)
お
よ
び

建
ぺ
い
率

戸
建
築
面
積
の
敷
地
面

積
に
対
す
る
割
合
)
が
定
め
ら
れ

て
お
り、

今
後
、
建
築
物
を
新
築

し、

増
築
し
、
ま
た
は
改
築
さ
れ

る
か
た
は
、
乙
の
新
し
い
用
途
地

綿
織
輔
輔
欄
繍
繍
翻
幽
圃
圃
闘
園
調
醐
醐
醐
輔

、

隣
国
悶
悶
間

決

電

光

時

計

決

一

ニ隣
国
幽
盟
国
圃
闘
機

市
役
所
正
門
上
に

い

人
機
幽
・
・

EE---闘鑓

v
@
諏
訪
郷
字
楠
ノ
本

・
下
原
口

・

鱗幽
・
・
圏
闘
闘
闘
圃
・
圃
闇

髄

十

二

月
十
八
日
、
工

費

百

二

っ

て

お

り

、
夜
間
で
も
よ
く
見

川

~
機
幽
・
聞
幽
聞
幽
聞
幽
園
周
轍欄

♂

中
原

・
中
野

・
上
野
原

・
上
原

隣
組
・
聞
副
聞
臨
聞
幽
圃
・
購
繍
十
万
円
で
市
役
所
正
門
上
に
電

え
た
い
へ
ん
便
利
で
、
み
な
さ

山

》
機
幽

-
E
E圃
園
町
・
・
闇
舗棚

ヘ

口
・
梶
木
園

・
大
墓
ノ
本

・
新

織
趨
・
・
圃
圏
園
調
圃
・
園
鶴

欄

光

時

計

が

つ

き

ま

し

た

。

ん

か

ら

喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

機
凶
圃
園
田
・
・
田
園
・
親
譲
鵬

)

ノ
久
保

・
道
海
・
杉
ノ
本

・
椋

機
幽
圃
園
田
園
圃
圃
圃
圏
園
調

議

乙

れ

は

一
分
ご
と
に
電
光
で
時
聞
を
守
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

へ

機
幽
圃
醐
闇
圃
圃
圃
・
聴
臨
機酬

ぽ

木
原

・
諏
訪
ノ
本

・
諏
訪
ノ
前

欝
幽
園
田
富
置
・
圃
園
田
闘
麟

瞬

時

聞
が
表
示
さ

れ

る

よ

う

に

な

う

。

'
it
--;ili
l
i-
-
-l
i

-J

3

t

t
e
J
L

藤
ノ
川

・
陣
ノ
内
お
よ
び
団
側

昭和&8年 1月1日
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M
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d
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4
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むおお市政だより(3) 

‘ ‘，. 

月
か五

日り

域
の
区
分
に
従
っ
て
建
築
基
準
法

に
基
づ
く
建
築
物
に
関
す
る
規
制

が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す

な
お
、
関
係
図
書
は
、
市
企
画

室
に
お
い
て
縦
覧
に
供
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
閲
覧
を
希
望
さ
れ
る

か
た
は
市
企
画
室
ま
で
お
申
し
出

く
だ
さ
い。

新

し

い
用
途
地
域

。

一の
郷
字
西
宿
お
よ
び
北
宿
の

全
部
字
変
配
川

・
東
宿

・
南
宿
お
よ

び
池
ノ
本
の
一
部

寿
古
郷
お
よ
び
沖
田
郷
の
全
部

。
皆
同
郷
字
大
圏
の
全
部

字
高
縄
手

・
大
堂
・
小
田
お
よ

び
城
の
前
の
一
部

。
黒
丸
郷

・
富
の
原
郷

・
小
路
口

郷
お
よ
び
今
津
郷
の
全
部

。
竹
松
郷
字
立
花
・
千
寄

・
平

・

六
郎
次

・
桑
ノ
木
原

・
宮
小
路

辻

・
下
原

・
矢
次

・
竹
松

・
丸

田
お
よ
び
川
添
の
全
部

@
原
口
郷
字
九
郎
丸

・
平
野

・
立

小
路

・
古
賀

・
次
郎
高
野

・
山

下
・
一件
山

・
山
門
口

・
聖
宝
寺

願
成
寺

・
草
摘

・
堀
海

・
尾
ノ

上
・
園
田

・
卸
ゾ
地

・
樋
口

お
よ
び
宮
地
の
全
部

。
荒
瀬
郷
字
坂
口
の
全
部

字
大
門
の

一
部

@
中
諏
訪
町

・
東
諏
訪
町

・
並
松

郷

・
森
閣
郷

・
乾
馬
場
郷

・
杭

出
津
郷
お
よ
び
松
山
郷
の
全
部

@
池
田
郷
字
タ
ブ
ノ
木
原

・
柿
ノ

木
原

・
松
崎

・
立
石

・
久
保

・

石
原

・
チ
サ
イ
ノ
木

・
横
道
・

内
高
野

・
坂
口
・
鳥
居
ノ
本
お

よ
び
開
田
の
全
部

字
岳
ノ
下

・
中
道

・
一
本
松

・

秋
葉
山
お
よ
び
小
高
野
の一

部

の
全
部

字
峯
ノ
平
お
よ
び
寺
井
の

一
部

@
西
三
域
町
・
東
三
城
町

・
水
王

町
・
東
本
町
・
西
本
町

・
片
町

お
よ
び
玖
島
郷
の
全
部

。
武
部
郷
字
土
橋
ノ
本

・
立
石

田
ノ
平

・
武
部

・
宮
ノ
本

・
暗

瀬
戸

・
小
佐
古
・
大
佐
古
・

柴

田

・
三
城

・
大
峯
お
よ
び
川
上

の
全
部

字
下
内
田

・
と
佐
古

・
山
間
お

よ
び
大
圏
寺
の
一
部

@
徳
泉
川
内
郷
字
赤
佐
古
谷

・
鬼

塚

・
赤
佐
古
お
よ
び
柿
ノ
久
保

の
全
部

字
正
法
寺
山

・
鵠
石
お
よ
び
池

ノ
田
の一

部

@
木
場
郷
字
タ
リ
カ
ド

・
似
田

・

後
木
場
お
よ
び
野
田
の
全
部

字
長
尾
・
開
山
・

野
開
お
よ

び
溝
下
の

一
部

。
久
原
郷
字
外
浦
小
路

・
前
舟
津

東
浦

・
東
山
・
東
ノ
辻

・
下
久

原

・
鵜
山

・
大
久
保

・
下
久
原

谷

・
日
向
平
谷

・
山
ノ
田

・
野

口
・
野
畠

・
椎
池
谷

・
松
ノ
本

中
山

・
と
久
原

・
中
尾

・
長
瀬

中
山
谷

・
中
山
頭

・
並
松

・

荒
川
平

・
与
崎
ノ
辻
お
よ
び
与

崎
の
全
部

字
荒
川
の
一

部

4 

テ
レ
ビ
は

明
る
い
場
所
で

へ
や
を
暗
く
し
て
テ
レ
ビ

を
ど
覧
に
な
る
ご
家
庭
が
あ

り
ま
す
が
テ
レ
ビ
の
画
面
は

た
い
へ

ん
明
る
い
の
で

、
暗

い
所
で
み
ま
す
と
明
暗
の
差

が
は
げ
し
く
、
た
い
へ
ん
目

が
疲
れ
ま
す
の
で
、
へ
や
の

あ
か
り
を
つ
け
て
明
る
く
し

て
見
ま
し
ょ
う。

ま
た
テ
レ
ビ
は
二
1
三
メ

ー
ト
ル
く
ら
い
は
な
れ
て
、

少
し
見
お
ろ
す
く
ら
い
で
見

る
の
が
適
当
で
す
。



(4) り

選

挙

人

名

簿

おおむ

の

受
け
付
け
開
始

毎
年
一
月
一
日
現
在
で
調
製
す
所
を
有
す
る
者
で
、
次
に
該
当
す

る
大
村
市
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
る
者

人
名
簿
の
登
録
申
請
書
の
受

け

付

①

十

ア
ー

ル
以
上
の
耕
作
の
業

け
を
次
の
と
お
り
お
こ
な
い
ま
す
。
務
を
営
む
者
、
お
よ
び
同
居
の
親

資
格
の
あ
る
人
は
も
れ
な
く
申
請

族

ま

た
は
そ
の
配
偶
者
で
一
年
間

し

て

く

だ

さ

い

。

に

お

お

む

ね

六

十

日

以

上

耕

作

の

資
格
を
有
す
る
者

業
務
に
従
事
す
る
者
(
内
縁
関
係

大
村
市
農
業
委
員
会
の
区
域
に
住
の
者
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
)

率唖一小投40 
回上を回前…

市政だより昭和48年 1月1日
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選挙

o 6 % 
タづ

昨
年
の
十
二
月
十

自
に
執
f

行
さ
れ
ま
し

男づ

た
衆
議
院
議
員
選
挙

の
投
票
率
は
、
七
十

一
一・

O
六
銘
で
、
前

E言t

7 

回
〈
昭
和
四
十
四
年
)

衆議院議

7 2 
7 

の
七

一・

五

一
括
に

(市〉

(県〉

く
ら
べ

0
・
五
五

Mm

(全国〉

上
回
り
ま
し
た
。
各

投
票
所
の
結
果
は
次

の
と
お
り
で
し
た
。

。

み
ん
な
で
守
ろ
う
。

②

昭

如
二
十
八
年
四
月
一
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
者

申
請
期
間

一
月

一
日
か
ら

一
月
十
日
ま
で

申
請
書
用
紙
は
各
実
行
組
合
長

を
経
由
し
て
資
格
の
あ
る
世
帯
へ

配
布
し
ま
す
が
配
布
も
れ
や
、
資

格
が
あ
っ
て
実
行
組
合
に
加
入
し

て
お
ら
れ
な
い
世
帯
は
、
農
業
委

員
会
事
務
局
、
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
ま
た
は
、
各
出
張
所
へ
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。

申
請
書
の
提
出
先

農
業
委
員
会

※
く
わ
し
く
は
、
選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局
ま
た
は
、
農
業
委
員

会
事
務
局

へ

がつ
いっぱい 」

.::a:. 
，号、

差
1==1 か

もつ

身
寄
り
の
無
い
老
人
と
動
け

な
い
患
者
さ
ん
に
と
、
お
む
つ ミ世ミ世ミ控

ゃ
、
タ
オ
ル
な
ど
た
く
さ
ん
の

品
物
を
、
大
村
市
母
子
福
祉
連
合

会
西
大
村
支
部
ハ
支
部
長

一
瀬
シ

メ
さ
ん

)
大
村
中
央
婦
人
会

(会

長
田
添
か
な
め
さ
ん
)
か
ら
寄
贈

を
う
け
ま
し
た
。

お
む
つ
は
会
員
の
か
た
が
た
が

夜
な
べ
を
し
て
縫
い
、
タ
オ
ル
な

ど
は
会
員
が
持
ち
よ
ら
れ
た
も
の

で
、
市
立
病
院
で
は
患
者
さ
ん
を

は
じ
め
職
員
一
同
た
い
へ
ん
感
謝

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
暖
か
い
善
意
に
見

守
ら
れ
な
が
ら
市
立
病
院
は
、
地

域
住
民
の
医
療
セ
ン
タ
ー
と
し
て

の
積
極
的
な
病
院
づ
く
り
を
行
な

っ
て
い
ま
す
。

]，463 14 I 植松公民 館

「
不
燃
物
は
必
ず
き
め
ら
れ
た
自
に
、 病 院J.L 敬訪ミ置市

山
一耳

一

m一川
一川
一日

河

川
一
川
可
一
』
川
市
玉
川
一
山

一

一

計

一
回〔昭44年)前

き
め
ら
れ
た
場
所
に
」

参考今回の投票率 t県)74.54% (全国)7 .76% 
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。
み
ん
な
で
守
ろ
う
。

「
不
燃
物
は
必
ず
き
め
ら
れ
た
自
に
、

結
婚
は
挙
式
や
ひ
ろ
う
宴
を
聞
き
法
律
上
は
正
式
の
婚
姻
と
は
認
め
・

二
人
が
同
居
し
た
だ
け
で
成
立
す
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
こ
の
よ
う

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
な
保
護
は
与
え
ら
れ
て
い
ま
せ
ん

法
律
的
に
は
、
二
人
が
市
町
村
内
縁
の
妻
の
地
位
は
そ
れ
だ
け
弱

• 

• 

役
場
の
戸
籍
係
に
婚
姻
の
届
け
出
い
も
の
と
い
え
ま
す
。

~
を
し
て
、
は
じ
め
て
正
式
な
結
婚
こ
の
よ
う
に
、
内
縁
で
あ
る
こ
山

と
し
て
認
め
ら
れ
る
の
で
す
。

と
に
よ
っ
て
、
自
分
だ
け
で
な
く
、
人

世

の

中

に

は

、

婚

姻

の

届

ナ

出

山

』
子
ど
も
も
さ
ま
ざ
ま
な
不
利
益
を

を
し
て
い
な
い
た
め
に
、
法
律
上

受
け
ま
す
が
、
不
幸
に
し
て
内
縁

は
婚
姻
し
た
夫
婦
と
し
て
認
め
ら

パ
れ
な
い
人
た
ち
が
大
ぜ
い
い
ま
す
の
夫
婦
の
聞
に
も
め
ご
と
が
生
じ
い

こ
の
よ
う
な
夫
婦
の
関
係
を
内
円
満
を
欠
く
よ
う
な
状
態
に
な
っ
・

縁
と
い
い
ま
す
。
「
-
-
1
4
1
た
場
合
、
あ
る
い
は
、
内
縁
の
夫
・

受
給
資
格
者
証
は
一
月
一
日
か
川
内
縁
の
夫
婦
は
同
一
箆
磁
一
が
、
長
年
同
居
し
た
妻
や
子
を
捨
川

へ
居
し
て
い
な
が
ら
一
明
泌
総
一
て
て
、
他
の
女
の
も
と
に
走
っ
た

V

ら
無
効
に
な
り
ま
し
た
の
で
無
小
夫
と
妻
の
姓
は
別
一
泌
総
一

方
、
一
線
一
り
し
た
場
合
に
は
、
内
縁
は
正
式
~

効
に
な
っ
た
そ
給
資
格
者
証
は

V

々
で
す
し
、
子
ど
一
し
一
一

H

ウ
李
総
川
一
の
婚
姻
に
比
べ
て
法
律
の
保
護
が

福
祉
事
務
所
か
各
出
張
所
に
お
山
も
が
生
ま
れ
で
も

7

2

u

士
長
祭
一
・
っ
す
い
と
は
い
え
、
社
会
的
に
見

返

し

く

だ

さ

い

。

山

そ

の

子

は

婚

姻
中

三

」

一
fκ
続
減
一
れ
ば
夫
婦
と
し
て
認
め
ら
れ
た
関
山

三
、
国
の
そ
給
者
証
交
付
申
請
書
ハ
の
夫
婦
か
ら
生
ま
一
的
附
一

百
三
一
係
で
す
か
ら
、
円
満
な
解
決
を
求
ヘ

を
出
さ
れ
た
の
に
受
給
者
証
が
川
れ
た
子
(
嫡
出
子
)
孟
』
め
て
家
庭
裁
判
所
に
調
停
の
申
し
川

に
は
な
れ
ま
せ
ん
士

H
e一

届

か

な

い

時

は

福

祉

事

務

所

に

入

行

川

防

長

今

立

て

を

す

る

こ

と

が

で

き

ま

す

。

内
縁
の
夫
婦
は
、
-
孔
斗
一

ご

連

絡

く

だ

さ

い

。

ヘ

-

w隊
医
ま
た
、
内
縁
の
夫
が
死
亡
し
た

V

お
互
い
に
相
続
権
戸

18ι
Eι

日

四
、
国
の
受
給
者
証
交
付
申
請
書
り
も
な
い
の
で
、
夫
が
突
然
の
事
故
場
合
、
他
に
相
続
人
が
ま
っ
た
く
川

【

J
ご〉
-
j
h三
一
〈

=t'~
〉一
'zka--'tfJ'J3-'ft・
-'F
sf
J
5
3
1
1く
(
、
=
J
7
5
'
F
e
h
f，
rこ
f
J
7
3
一
二
叩
は
満
七
十
歳
に
な
る
月
の
前
月
い
な
ど
で
死
亡
し
た
と
き
に
も
内
縁
な
い
と
き
は
、
家
庭
裁
判
所
は
、
)

小

l
水

道

管

に

も

早

め

に

防

寒

を

l

ザ
中
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
山
の
妻
は
夫
の
遺
産
を
相
続
す
る
こ
内
縁
の
妻
の
申
し
立
て
が
あ
れ
ば
小

九
五
、
受
給
者
証
の
交
付
を
受
け
て
~
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
妻
に
遺
産
の
一
部
ま
た
は
全
部
を
川

ゲ
戸
外
の
水
道
で
む
き
だ
し
の
水

O

北

向

き

の

所

さ

に

ま

き

、

そ

の

上

を

ビ

-

一

~

お

ら

れ

な

い

か

た

は

満

七

十

歳

一

ま

た

、

婚

姻
届
け
を
出
し
、
法
与
え
る
乙
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
山

小
道
管
は
、
凍
っ
た
り
、
破
裂
す
る

O

風
当
た
り
の
強
い
所

lzlプ
で
ま
い
て
水
に
い
以
上
で
あ
っ
て
も
老
人
医
療
費
川
律
上
正
式
の
夫
婦
と
認
め
ら
れ
て
っ
ぺ

:
1
t

内
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
。
家
の
外
に
あ
る
水
道
管
ぬ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
と
効
〉
の
支
給
は
受
け
ら
れ
な
い
の
で
山
い
る
場
合
に
は
夫
が
夫
婦
の
関
し
カ
し
ー
内
縁
の
状
態
で
、
も
ん

い
じ
ゃ
口
や
水
道
管
に
は
、
早
め
盟
専
の
仕
方
(
手
近
な
方
法
)

果
が
あ
り
ま
す
。
一
必
ず
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
川
係
を
解
消
し
た
い
と
思
っ
て
も
、
め
ご
と
が
起
き
た
り
し
た
場
合
は
一

い
に
防
寒
を
し
ま
し
ょ
う
。
。
む
き
だ
し
の
水
道
管
や
じ
ゃ
(
注
)
破
裂
し
た
場
合
の
修
繕
小
ま
た
受
給
者
証
の
有
効
期
間
は
山
自
分
の
意
思
だ
け
で
妻
と
離
婚
す
早
め
に
家
庭
裁
判
所
を
利
用
な
さ
げ

費
は
使
用
者
負
担
で
す
o

A

さ
か
の
ぼ
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
~
る
乙
と
は
許
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
る
よ
う
お
勧
め
し
ま
す
。

一
仁

¥
μ
1げ
は

は

ー

は

一

戸

、

h
は

一

日

一

ト

ジ

ペ

リ

戸

、

〈

J

〉

九

〈

い

意

く

だ

さ

い

。

一

試

川

一

1
1
J
1
4
1
1一
一

占

将

司
1
1
1
1浅
川

口
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められた日

さめられた場所に楽

b 

来き

むおお市政だより(5) 

不燃物の搬出

不
燃
物
の
撮
出
に
つ
い
て
は
市

政
だ
よ
り
な
ど
で
お
願
い
し
て
お

り
ま
す
が
、
い
ま
だ
に
指
定
日
以

外
の
持
ち
出
し
が
み
ら
れ
、
集
積

所
は
い
つ
も
山
積
の
状
態
に
な
っ

て
お
り
ま
す
の
で
次
の
こ
と
に
ど

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
各
家
庭
か
ら
持
ち
出
す
日
時

は
き
め
ら
れ
た
収
集
日
の
前
日
に

限
り
持
ち
出
し
、
他
の
け
に
は
持

ち
出
さ
な
い
・

②
集
積
所
の
周
辺
は
い
つ
も
き

れ
い
に
し
、
不
燃
物
は
袋
に
入
れ

る
か
、
ひ
も
で
た
ば
ね
て
持
ち
出
す

よ
う
に
す
る
。

③

不

燃
物
は
一
般
家
庭
か
ら
出

る
缶
類
、
び
ん
類
、
ガ
ラ
ス
類
、

不
用
に
な
っ
た
家
庭
用
品
に
限
り

ま
す
。

事
業
所
(
商
屈
な
ど
)
か
ら
出
る

廃
品
は
出
せ
ま
せ
ん
の
で
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

高
齢
者
の
医
療
費

月

高
齢
者
の
医
療
費
の
取
り
扱
い

が
変
わ
り
ま
し
た
の
で
次
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

一
、
市
が
現
在
実
施
し
て
い
る
高

齢
者
の
医
療
費
の
支
給
制
度
は

一
月
一
日
か
ら
国
の
制
度
で
実

施
す
る
乙
と
に
な
り
ま
し
た
。

二
、
し
た
が
っ
て
み
な
さ
ま
が
お

持
ち
の
大
村
市
高
齢
者
医
療
費

日
か
ら
国
で

き
め
ら
れ
た
場
所
に
」

<{句



円。

お

し

ら

せ

b おおむ

催

し

も

の

圃
消
防
出
ぞ
め
式

一
月
八
日

第
一
式
場

第
二
式
場

消
防
車
行
進

市
民
会
館
l
八
幡
町
!
西
沢
か
ど

鶴
亀
橋
|
片
町
l
大
村
小
学
校
横

国
道
へ
市
役
所
前
)
|
川
里
産
業

前
1

県
営
パ
ス
営
業
所
!
消
防
署

徒
歩
行
進

士易自
所時

午
前
十
時

市
民
会
館

福
祉
会
館

市政だより白
川

月
川

年
川

n
H
U
川
川

anu可

H
H

和
川
昭
川

曜当番医日の月

市
民
会
館
|
裁
判
所
前
|
西
沢
か

ど
1

本
町
i
徳
田
屋
か
ど
駅
通

り
|
松
皐
石
油
消
防
署

分
列
行
進

消
防
署
前
通
り
の
長
野
病
院
前
に

観
閲
台
を
設
け
て
行
な
い
ま
す
。

放
水
訓
練

大
上
戸
川
金
丸
橋
付
近

サ
イ
レ
ン
吹
鳴

当
日
午
前
八
時
三
十
分
訓
練
召
集

の
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す
。

圃
年
始
祭
慰
霊
式
典

昭
和
四
十
八
年
の
年
頭
に
際
し

戦
没
者
諸
英
霊
に
奉
賛
の
誠
を
捧

げ
る
た
め
次
の
と
お
り
年
始
祭
慰

霊
式
を
行
な
い
ま
す
。日
時
一
月
八

日
午
前
九
時

場
所
長
崎
県

忠
霊
塔
(
武

部
郷
」

主
催
長
崎
県

殉
国
慰
霊
奉

賛
会
大
村
支

wba 

立ロ

ー

祭
主
大
村
支

部

長

松

本

寅
一
ど
遺
族
の
か

た
は
で
き
る

だ
け
ど
参
拝

く
だ
さ
い
。

)‘

J

J

、，

t

r

J

・3

t

r

〉

、

〈

J

J

園
百
日
ぜ
き
・
ジ
つ
テ

叩

成

人

式

の

ご

あ

ん

な

い

ん

リ

ア

・

破

傷

風

(

混

合

)

《

V

の

予

防

接

種

山

市

は

、

新

成

人

の

門

出

を

祝

福

場

所

市

民

会

館

川

れ
対
象
者

V

す

る

た

め

、

次

の

と

お

り

成

人

式

行

事

て

式

典

》

川
①
第
一
期
の
も
の
(
初
回
免
疫
者
)

ど

行

な

い

ま

す

。

二

、

新

成

人

の

主

張

r川
生
後
三
カ
月
以
上
た
っ
た
も
の
で

明
該
当
者
に
は
一
月
十
日
ご
ろ
ま
三
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
ヘ
廿
ま
だ
初
回
免
疫
接
種
が
完
了
し
て

刊
で
に
通
知
し
ま
す
が
、
通
知
が
こ
(
新
成
人
者
に
よ
る
)

V

日
な
日
も
D
。

V

な
い
か
た
は
ど
連
絡
く
だ
さ
い
。
四
、
記
念
事
業

h

l

:

1

(

》
⑨
第
二
期
の
も
の
ハ
追
加
免
疫
者
)

J

該
当
者
昭
和
二
十
七
年
四
月
二
(
新
成
人
者
に
よ
る
)

れ
初
日
免
疫
接
種
が
完
了
後
、
一
年

ん
日
か
ら
昭
和
二
十
八
年
四
月
一
連
絡
先
市
教
育
委
員
会
社
会
教
ハ
か
ら
一
年
半
た
っ
た
も
の
。

い

日

ま

で

に

生

ま

れ

た

か

た

育

課

仇

な

お

、

こ

の

期

聞

に

接

種

が

で

き

川

日

時

一

月

十

五

日

午

前

十

時

電

話

国

l
四
一
一
一
~
な
か
っ
た
も
の
。

有町
一、，，
t

一ご‘、，、一，，一，
E

、-J
-
'
a

，g
，-ご
一、，，
-
t
J
a

、E
、一d
，一，E
、ご一-，・
'
'
e
-
J

一、，，一乞一-，、、‘
~，，，，
z
、-J
一'・'''e-
J

、，，
-''--e
、.J
't
p川

接
種
要
領

和
田
十
二
年
四
月
一
日
ま
で
に
生

①
第
一
期
の
も
の
三
週
間
お
き

ま
れ
た
人
で
す
。

に
三
回
接
種
。

②
第
二
期
の
も
の
い
ず
れ
か
の

日
に
一
回
接
種
。
料
金
は
無
料
。

禁
患
者
か
っ
け
、
心
臓
、
じ
ん

臓
呼
吸
器
疾
患
、
胸
腺
リ
ン
パ

注
射
と
検
診

圃
就
学
予
定
者

の
健
康
診
断

今
年
四
月
、
小
学
校
に
入
学
さ

れ
る
お
子
さ
ん
の
健
康
診
断
が
一

月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
実
施

さ
れ
ま
す
。

く
わ
し
い
乙
と
は
、
通
知
に
よ

っ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
が
、
も
し

通
知
が
乙
な
か
っ
た
ど
家
庭
は
、

該
当
小
学
校
か
市
教
育
委
員
会
に

ど
連
絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、
今
年
の
就
学
予
定
者
は

昭
和
四
十
一
年
四
月
二
日
か
ら
昭

P
 
I
J
 
，ル，

圃
一
月
の
妊
婦
及

び
乳
幼
児
検
診

実施時間

9:30-11:00 
13:30-15:00 
9:30-11:00 
9:30-11:00 
13:0リ-15:00
9:30~11:00 

9:30-11:00 

日|診療科目|医院名 |所在地 |電話|

7 ||i 小外内産児婦人科科科 |I 渡朝田川長辺小児医医医院院院 |1 武抗ー出ノ部津師 1|| @①③-43目02当附初00 

141量内婦人科事 ||近主藤警産晶医院君 !1武f部草|12③ニ2im111 

21
1 ~整;外i i i官時
叫Jlif E 11325151ii 

※
一
月
均
・
十
日
は
乳
幼
児
の
み

体
質
の
徴
候
の
あ
る
か
た
は
、
接

種
前
に
一
医
師
と
じ
ゅ
う
ぶ
ん
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

接
種
時
間

い
ず
れ
も
午
後
二
時
か
ら
午
後

三
時
ま
で
。

な
お
、
当
日
は
母
子
手
帳
を
も

っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

圃
ジ
フ
テ
リ
ア
の

予

防

接

種

対
象
者
小
学
校
入
学
前
六
カ
月

以
内
の
も
の
(
幼
稚
園
等
で
接
種

し
て
い
な
い
も
の
)

禁
忌
者
有
熱
患
者
、
か
っ
け
、

心
臓
、
じ
ん
臓
、
呼
吸
器
疾
患
者

胸
腺
リ
ン
パ
体
質
者

な
お
、
接
種
目
時
そ
の
他
は
前
記

百
日
ぜ
き
、
ジ
フ
テ
リ
ア
、
破
傷

風
(
混
合
〕
予
防
接
種
に
し
た
が

っ
て
行
な
い
ま
す
。

盲目ぜき・ジフテリア・破傷風 〔混)

予防接種実施日程表

メZ当ミ、 場 名 | 接種目|
1回目 I2回目 IB回目

2月6日 2月27日

萱瀬出張所 〔火) cた〉 (火〉

1月17日 2月7日 2月28日
三浦診療所

C7.k ) (水) (水)
鈴田出張所

五一叶 2月:1E 13月1
福重出張所 (木) I (木) I (木)

中地区公民舘 1月19日 2月 9日 3月2日

松原出張所 (金) (金) ぐ金〕

※時間はいずれも午後2時から 3時まで
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募

。
み
ん
な
で
守
ろ
う
。

「
不
燃
物
は
必
ず
き
め
ら
れ
た
自
に
、

集

募

圃
市
立
幼
稚
園
園
児

集

入
国
資
格
昭
和
四
十
八
年
四
月

一
日
現
在
で
満
五
歳
お
よ
び
四
歳

に
達
す
る
幼
児

受
付
期
間

各
幼
稚
園
備
え
付
け

の
願
書
に
よ
り
一
月
十
一
日
か
ら

二
十
日
正
午
ま
で
に
直
接
幼
稚
園

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

備

考

五

歳
児
を
優
先
し
、
な
お

定
員
に
余
裕
が
あ
る
場
合
、
四
歳

児
は
抽
せ
ん
で
決
定
し
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
各
幼
稚
園
へ

圃
防
衛
庁
職
員
募
集

む

採
用
人
員

タ
イ
ピ
ス
ト
一
名
(
女
性
)

年
齢

高
校
卒
の
十
八
歳
か
ら

りおお

あり竺空二|
」ございました

市政だより(7) 

ん
へ

キ
C
H
.

-
な
J

J

み

v

u

の
九

日
隊
H

¥
部
山

、
松
H

f

竹
J

※ 

十
歳
未
満

和
文
タ
イ
プ
免
許
取
得

者国
家
公
務
員
と
し
て
身

分
保
障
お
よ
び
給
与
支

給

試
験
期
日
と
内
容

A

一
月
十
六
日

企

一

般
教
養
試
験

(
国
家
公
務
員
初
級
程
度
〉

企
タ
イ
プ
実
技
試
験

A

口
述
試
験

企

身

体

検
査

志
願
手
続

住
民
票
、
写
真

(
縦
横
各
三

十
五
ミ
リ
上
半
身
脱
帽
正
面

)
二
枚
、
免
許
の
写
し
、
お

よ
び
願
書
(
防
衛
庁
で
定
め

ら
れ
た
用
紙
)
を
提
出

願
書
並
び
に
問
い
合
わ
せ

は
願
書
提
出
先
に

願
書
提
出
先
お
よ
び
期
限

免
許

給
与

⑧

献

血

長
崎
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

へ近藤
忠
助
さ
ん
ほ
か
九
十
三
名

⑨
歳
末
助
け
あ
い
募
金

市
福
祉
協
議
会
へ

天
辰
馨
さ
ん
ほ
か
六
百
二
十
名

長
崎
県
結
核
予
防
会
へ

天
辰
馨
さ
ん
ほ
か
五
百
四
十
名

@ 

大
村
監
と
ん
地
業
務
隊

総
務
科
(
電
話
@
|
二

一

三

二

内
線
五
四
)

一
月
十
三
日
ま
で

二
月
一
日
付
採
用
予
定

※ 圃
知
恵
遅
れ
の

児
童
生
徒
募
集

圃
雇
用
促
進
融
資
制
度

の
募
集
延
期

受

付

期

間

昭
和
四
十
七
年
九
月

ま
で
を
昭
和
四
十
八
年
一
月
末

ま
で
に
延
期

※
く
わ
し
く
は
公
共
職
業
安
定
所

各
金
融
機
関
、
ま
た
は
市
商
工
観

光
課
へ

圏

訓

練

生

募

集

長
崎
総
合
高
筈
職
業
訓
練
校

高
等
訓
練
課
程

(
高
卒
者
対
象
)

一
カ
年
制

募
集
科
目
お
よ
び
定
員

溶
接
科

三
十
名

建

築

科

四

十

名

入
校
資
格

高
校
卒
業
者
で
心
身

と
も
に
健
全
(
色
神
正
常
)
で

技
能
修
得
意
欲
の
あ
る
人

応
募
手
続

入
校
願
書
、
健
康
診

断
書
、
学
校
成
績
証
明
書
を
本

校
、
ま
た
は
も
よ
り
の
公
共
職

業
安
定
所
に
提
出
の
こ
と
。

願
書
受
付
期
限
一
月
二
十
日

選
考
日
時
一
月
二
十
六
日

午
前
九
時

1
午
後
四
時

合
格
発
表

a
二
月
三
日

資
格
と
条
件

①

木

県
内
に
居
住
す
る
学
齢
の

児
童
生
徒

(
四
月
一
日
学
齢
に

達
す
る
者
を
含
む
)

②
精
神
発
達
の
遅
滞
の
程
度
が

中
度
以
上
の
も
の

③

精
神
発
達
の
遅
滞
の
程
度
が

軽
度
の
も
の
の
う
ち
社
会
生
活

能
力
が
特
に
乏
し
い
者

募
集
人
員

小
学
部

一
年

約
七
名

小
学
部
二
1
六
年
d

}
欠
員
補
充

中
学
部
一

1
三
年
」

受
付
二
月
二
十
一

日
(
月
)
ま
で

z

出

願

書

類

入
学
願
書
、
健
康
診

仇

断
書
、
入
学
希
望
者
調
書

M

願
書
提
出
先

県
立
久
原
養
護

学

校

久

原

郷

一
四
七
九

入
学
選
考
三
月
五
日
(
月
)

入

学

後

高

等

訓

練

課

程

①
全
員
寄
宿
舎
に
収
容
し
ま
す
。
ニ
カ
年
制

①
諸
経
費
は
保
護
者
の
負
担
と

募
集
科
目
お
よ
び
定
員

な
り
ま
す
が
、
就
学
奨
励
に
闘
機
械
科
二
十
五
名

す

る

法

が

適

用

さ

れ

ま

す

。

板

金

科

二

十

五

名

※

く

わ

し

く

は

直

接

学

校

へ

電

気

機

器

科

二

十

五

名

(
中
卒
者
対
象
)

き
め
ら
れ
た
場
所
に
」

-
7・
J
J
2
2
肥
前
守
貴
純
は
、
二
千
余
の
大
軍
γ

.:・
JJfuJUM--

いん.川いん川一
JhuJh川町一

.3fx・小
川
…
却
を
率
い、

突
如
、
大
村
に
来
襲
し
γ

ハ

山

」

R
仏
¥
臨
防
、
扶
J
じいりい・
4
涯
"

v

vU9~一
週
三
一
ふ
心
不
一
日
三
。
時
の
大
村
領
玉
、
十
六
代
純
H

二・

5umれ
いか
じ
いr
h
u
・トト均一
ruい日持
U

しおれい

伊
は
中
岳
に
陣
を
構
え
て
防
戦
に
山

つ
と
め
た
。
対
岸
よ
り
攻
め
た
て

r

中

岳

古

戦

場

跡

⑫

る

有

馬

勢

は

、

は

じ

め

、

大

村

方

山

を
小
勢
と
み
て
強
引
に
戦
を
い
ど
ハ

菅
一
瀬
の
県
道
を
右
へ
折
れ
て
、
ん
で
き
た
が
、
先
陣
の
長
岡
、

庄

叩

川
南
川
内
へ
と
向
か
う
最
初
の

パ
ス
勢
に
撃
退
さ
れ
石
乙
と
四
度
、
さ
~

V

停
横
畑
付
近
が
中
岳
合
戦
の
古
戦

し
も
の
敵
も
攻
め
あ
ぐ
ん
だ
と
み
v

v
場
跡
と
い
わ
れ
て
い
る
o

え
た
時
、
味
方
の
第
三
陣
、
鈴
田
v

戦
国
の
昔
.
文
明
六
年
二
四
道
意
が
突
然
敵
方
に
寝
返

っ
た
た

w

u

七
四
年
)
十
二
月
、
島
原
の
有
馬
め
形
勢
は
一

挙
に
逆
転
し
、
腹
背
け

量
霊
露

E

一
言
¥秀
吉
;一

に

敵

を

'つ
け
た
大
村
方
の
将
兵
は
h

抽
漣
圃
闇
・
圃
掴
踊

J
J
陥

h
J
2
q
t庁
滋
臓

離

輔

圃

機
獣
医
醸
ほ
と
ゐ
ど
壮
烈
な
戦
死
を
と
げ
た
…

鱗
離
醐
園
周
棚
機
箇
圏
圃
園
田

純
伊
は
危
う
く
難
を
の
が
れ
、

五
五
壷
婿
謁
咽
凋
泊
持
?
に幽
圃
園
田
・
圃
圃

j
r
JJ

斡
臨
睡
眠
障
器
罷
溢
圃
圃
圃
圃
郡
岳
か
ら
松
原
を
経
て
、
玄
海
の
山

…吋

ヨ

福

岡

弧

島
、
加
々
良
島
へ
と
落
ち
の
び
小

職
輔
輔
が
ふ
れ刊
以
盛

田

園

田

六

年

後
の
文
明
十
二
年
、
旧
領
奪

川

輪

輔

騨

巨

広

勺

船

齢

園

田

の

大
願
を
果
た
す
の
で
あ
る
が
山

韓

国

醐

蝿

輯

警

富

田

園

田
原
の
中
に
残
る
長
岡
越
前
、
庄

一

鱗
繍
闘
融
薗
襲
襲
撃
嗣
通

左

近
大
夫

一
族
の
墓
が
今
な
お
戦
九

綴
畿
論
語
割
譲
務
鱒
閥
、
二
が
い一

国
の
昔
を
し
の
ば
せ
る
。

配
管
科

十
名

入

校

資

格

中
学
校
卒
業
者
で
心

身
と
も
に
健
全
(
色
抑
正
常
)

で
技
能
修
得
意
欲
の
あ
る
人

応

募

手

続

入
校
願
書
、
職
業
相

談
票
(
乙
二
ま
た
は
成
績
証
明

書
、
健
康
診
断
書
を
本
校
、
ま

た
は
も
よ
り
の
公
共
職
業
安
定

所
に
提
出
の
乙
と
。

願
書
受
付
期
限
一
月
二
十
日

選
考
日
時
一
月
二
十
六
日
午
前

九
時
l
午
後
四
時

合
格
発
表
二
月
三
日

※
く
わ
し
く
は
長
崎
総
合
高

等
職
業
訓
練
校
(
諌
早
市
小

船
越
町
一
一
一
一
ニ
)

電
@
l
二
三
二
三
へ



(8.) 

場

所

市

民

体
育
館

期
間
一
月
中
旬

t
三
月
不
旬

毎
週
水
曜
日
午
後
七
時

l
九
時

募
集
人
員

三
十
名
(
先
着
順
)

参
加
料

無
料

申
込
一
月
十
七
日
ま
で
に
住
所

氏
名
を
、
ハ
ガ
キ
か
電
話
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申

込

先

市

教
育
委
員
会
体
育
課

ス
ポ
ー
ツ

り

圃
婦
人
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
教
室

おおむ

次
の
と
お
り
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教

室
を
開
講
し
ま
す
の
で
老
い
も
若

き
も
ふ
る
っ
て
ど
参
加
く
だ
さ
い
。

市政だより
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白

川

白
川

川

年
州

n
H
U
山
川

an『
山
川

和

川

昭
川

園
第
二
期
婦
人

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

次
の
と
お
り
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教

室
を
開
講
し
ま
す
の
で
老
い
も
若

会
「
も
ふ
る
っ
て
ど
参
加
く
だ
さ
い。

特
に
初
心
者
を
歓
迎
し
ま
す
。

場

所

市

民

体
育
館

期

間

一

月

中
旬
1
三
月
下
旬

日
時

毎
週
水
曜
日
、
午
前
十
時

ー
正
午

募
集
人
員
三
十
名
ハ
先
着
順
)

参

加

料

無

料

申
込
一
月
十
七
日
ま
で
に
住

所
、
氏
名
を
ハ
ガ
キ
か
電
話
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申

込

先

市

教
育
委
員
会
体
育
課

園
体
力
つ
く
り
教
室

対

象

一

般

男
子

内

容

健

康
体
操
、
ボ

l
ル
運
動

軽
ス
ポ
ー
ツ
、
器
具
(
ウ
エ
イ

ト
付
車
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
台
、
腹

筋
台
、
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
、
ロ
ー

ウ
エ
ッ
ク
ス
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ

車
な
ど
)

場
所
市
民
体
育
館

日
時
凶
毎
週
水
曜
日
午
前
十
時

ー
正
午
(
五
十
歳
以
上
)

回
毎
週
土
曜
日
午
後
二
時
l
四

時
(
三
十
歳
1
四
十
歳
代
)

期

間

一

月

下
旬

i
三
月
下
旬

募
集
人
員
各
二
十
名
(
先
着
順
)

申
込
一
月
十
二
日
ま
で
に
住
所

氏
名
、
年
齢
を
ハ
ガ
キ
か
電
話

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申

込

先

市

教
育
委
員
会
体
育
課

圏
第
二
期
婦
人

健

康

教

室

内

容

健
康
体
操
、
ボ

l
ル

運
動
、
軽
ス
ポ
ー
ツ
、
フ

ォ
ー

ク
ダ
ン
ス
な
ど

場

所

市

民

体

育

館

日

時

毎

週
木
曜
日

午
前
十
時
l
正
午

三
十
名
(
先
着
順
)

募
集
人
員

申

込

一

月

十

二

日

ま
で
に

住
所
、
氏
名
、
年
齢
を
ハ
ガ
キ

か
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

申

込

先

教
育
委
員
会
体
育
課

※
第
一
期
参
加
者
以
外
の
人
に

か
ぎ
り
ま
す
。

そ

他

の

圃
老
人
世
帯
の
住
宅

入
居
希
望
者
を
調
査

昭
和
四
十
八
年
度
公
営
住
宅
建

設
計
画
の
参
考
に
し
ま
す
の
で
、

老
人
世
帯
で
住
宅
に
入
居
を
希
望

さ
れ
る
か
た
は
、
一
月
末
日
ま
で

に
建
築
課
へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

な
お
つ
ぎ
の
条
件
を
そ
な
え
た

か
た
に
限
り
ま
す
。

満
六
十
歳
以
上
の
老
人
と
、
そ

の
親
族
で
あ
る
配
遇
者
、
ま
た
は

十
八
歳
未
満
の
児
童
な
ど
で
構
成

す
る
世
帯

圃
一
月
の
実
弾
射
撃
予
定

池

田

射

撃

場

O
八
日
1
二
十
日

O
二
十
二
日
J
二
十
六
日

O
二
十
九
日

l
三
十
一
日

圏
公
営
住
宅
の
入
居

資
持
基
準
が
緩
和

公
営
住
宅
の
入
居
資
格
基
準
が

次
の
と
お
り
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

実
施
期
日
一
月
一
日
か
ら

ム
市
・
県
営
住
宅
の
補
充
入
居
申

し
込
み
は
常
時
市
役
所
市
民
課
お

よ
び
各
出
張
所
で
受
け
付
け
て
お

り
ま
す
の
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
入
居
申
込
書
は
そ
れ
ぞ

れ
の
窓
口
に
備
え
て
お
り
ま
す
。

注
、
扶
養
親
族
の
控
除
額
に
つ
い

て
は
次
の
と
お
り
。

一
月
か
ら
三
月
末
日
ま
で
は

一

人

五

千

円

四
月
一
日
以
降
は

一

人
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